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オーガナイザー
　河野健一（京大化研）
　中瀬生彦（阪府大院理）

　ペプチドを基盤とした中分子創薬の
発展は目覚ましく、標的分子への高い
結合力と特異性に加えて膜透過性を付
加した高機能化ペプチドが多数開発さ
れている。ペプチドを主体とする中分
子創薬は、低分子医薬品と抗体医薬品
が不得意とする領域を補完する重要な
役割を担っている。
　現在、上市されている主なペプチド
医薬品は生理活性物質が中心である
が、薬物送達の観点で特定分子への標
的機能を付加した機能性ペプチドの研

究も盛んに行われている。
　機能性ペプチドと薬物を組み合わせ
ることで、標的部位への特異的な薬物
送達だけでなく、目的とする薬効を必
要な部位で必要な時間に発揮すること
が可能となるため、薬物活性の高効率
化に貢献する。
　こうした背景から、生体応用に向け
て、種々の生体分子が共存する分子夾
雑空間でも標的分子を高度に認識する
能力を有する高機能性ペプチドの開発
が望まれている。
　本シンポジウムでは、新たな視点と
発想に基づく標的型機能性ペプチドの
開発と応用研究について議論したい。

（河野健一）

中分子創薬研究のフロンティア
－生体分子を標的とした機能性ペプチドの創製

オーガナイザー
　花岡健二郎（東大院薬）
　築地真也（名工大院工）

　生命現象の解析や疾病メカニズムの
解明において、特殊な機能を持つ分子
を用いることで、これまでにはできな
かった生命現象の可視化や機能発現お
よび制御が可能になっている。
　このような特殊な機能を持つ分子
は、その分子構造を精密に分子設計す
ることで生体内において多様な機能を
発揮でき、かつ個々の目的に合わせた
分子を自由自在に作製することが可能
である。そのため、これら化学的手法

のニーズは年々大きく高まっている。
　本シンポジウムでは、機能性分子を
基軸として生命現象の可視化・解明に
取り組む新進気鋭の中堅・若手研究者
をシンポジストとして一堂に集め、最
先端の技術や成果を紹介すると共に、
将来展望について議論する内容を企画
した。
　具体的には、脂質ラジカル解析手法、
蛋白質ノックダウン手法、機能性ＤＮ
Ａによる受容体制御、近接細胞蛍光標
識技術、人工蛋白質コンデンセートに
よる細胞機能制御、生命現象の可視化
蛍光プローブに関して紹介する。

（花岡健二郎）

薬学における生命指向型化学
―機能性分子を基軸とした生命現象の可視化・解明

オーガナイザー
　花田賢太郎（感染研細胞化学）
　河野健（国衛研再生）

　バイオ医薬品、ワクチン、遺伝子細
胞治療製品など“バイオロジクス”の
多くは、ヒトまたは動物由来細胞を基
材としている。これら細胞基材には高
い品質が要求され、とりわけウイルス
安全性の確保は、科学的なエビデンス
に基づく議論が求められる。
　外来性ウイルスを混入させない方策
を講じることはもちろん、細胞基材の
ゲノムに組み込まれている内在性ウイ
ルスの性状評価を行うことも重要な課

題となる。昨今、新しい治療手法や製
造技術の開発が進んだことにより、ウ
イルス安全性の評価が十分とは判断し
難い製造基材が利用されることも増え
てきた。
　このような背景から、未知もしくは
混入が想定されていないウイルスをも
検出できる網羅性を持ったウイルス検
出試験が求められており、技術標準化
に向けた国際議論が進められている。
　本シンポジウムでは、バイオロジク
スのウイルス安全性確保に関して、細
胞のゲノム科学から国際的な規制動向
まで幅広い話題を紹介したい。

（花田賢太郎、河野健）

バイオロジクスにおける
ウイルス安全性確保の新潮流

オーガナイザー
　亀井美和子（帝京平成大薬）
　岡田浩（京大院医）

　臨床現場で学術活動に取り組む薬剤
師は増えており、薬学的知見に基づく
薬物療法の評価、薬剤師実務の成果を
示す臨床研究が数多く報告されてい
る。一方、研究で成果が示されても、
その取り組みは研究にとどまり、臨床
現場で広く共有されないままであるこ
とが多い。
　地域包括ケアシステムに薬剤師が効
果的に関わるためには、臨床研究によ
るエビデンス構築の推進と共に、その

成果を適切な速度をもって医療現場に
普及・定着させる必要がある。
　このような背景から、本シンポジウ
ムでは、まず普及と実装科学（Ｄ＆Ｉ）
研究に取り組む研究者から実装科学に
ついて解説いただき、医療共通の実装
に向けた課題等を共有する。
　また、地域での臨床研究を実践した
複数の研究者に、取り組みと実装に向
けた活動、研究に取り組む薬剤師の育
成状況等について紹介いただく。
　さらに政策決定の経験者から、得ら
れた研究成果を医療政策に反映させる
ための方策と課題等を提示いただく。

（亀井美和子）

地域包括ケア時代における薬剤師の臨床研究
－地域におけるエビデンスの構築と現場での成果の活用に向けて

オーガナイザー
　金井求（東大院薬）

　私たちの日常の生活や高度な文明
は、医薬、農薬、機能性材料、ポリマー
といった有機分子によって支えられて
いる。しかし、身の回りにある有用な
有機分子は初めからそこにあるもので
はなく、多様な領域の研究者をはじめ、
多くの人々が力を合わせて見出してき
たものである。中でも有機合成化学者
は、これら有機分子の設計や改良、生
産・供給を担い、薬学分野ではあらゆ
る創薬モダリティの礎となる。
　地球環境を汚すことなくグローバル

なスケールで有機分子を合成するため
には、「触媒」が必須である。近年、
複数の触媒を重奏することで、従来は
不可能であった効率の高い有機合成が
可能となってきている。ここでは複数
の触媒が社会を形成し、触媒同士がお
互いを助け合いながら反応を促進す
る。この概念を「ハイブリッド触媒」
と呼ぶ。
　本シンポジウムでは、優れた機能を
持つ有機分子の発見と利用を通して人
類が持続的、健康的に発展していくた
めのコア概念となるハイブリッド触媒
に焦点を当て、わが国を代表する研究
者の最新の成果を紹介する。

ハイブリッド触媒

オーガナイザー
　樋口恒彦（名市大院薬）
　米田誠治（鈴鹿医療大薬）

　銅は、貨幣や電線などで日常的に接
している身近な金属であり、鉄と共に
主要な遷移金属の一つである。本元素
は、動植物に必須の微量元素であり、
生体内では多くの酵素の活性中心やシ
グナルとして、様々な役割を担って機
能している。
　一方、銅が神経変性疾患や癌などの
疾患との関連を示す研究報告が相次い
でいる。銅イオン自身は、鉄２価イオ
ンと同様に、過酸化水素から活性酸素
種を生成するため、酸化ストレスとの

関連が議論されている。
　そこで本シンポジウムでは、複数の
視点で銅を取り上げることで、今後の
銅に関連する研究の一助としたいと考
えた。
　まず、銅の化学特性に始まって、発
癌との関連および銅の動態を制御する
分子に関する概説を行い、次に銅の動
態を観測するための銅イオンの蛍光プ
ローブを紹介する。さらに、銅の誘発
する神経細胞傷害に関する知見・話題
をご提供いただく。
　以上より、今後の銅の関わる創薬・
生命科学への展開を見据えて議論した
い。

（樋口恒彦）

銅イオン：疾患との関連、その検出と制御


